
 

成17年度事業計画等9議案が審議され、いずれも原案どおり可決承認されました。 

 また、役員欠員に伴う補欠選挙の結果、理事には大沼富久氏(内浦漁協長)、監事には

佐藤勝男氏(静浦漁協長)、鈴木勝二氏(仁科浜漁協長)、増田勇一氏(御前崎漁協長)が夫々

無投票で当選され、引き続き開催された監事会において、代表監事に今村昌之氏(信漁連

常勤監事)が選任されました。 

◇表彰 農林中央金庫静岡支店長感謝状：清水房子(大熱海支所長・漁協より出向) 
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５．諸会議日程(6月28日(火)～7月11日(月))            －既報分省略－

7月 8日(金) 県しらす船曳網漁業組合=支部長会 (県水産会館) 

7月10日(日) 県漁連＝口坂本の森クラブ活動 (静岡市) 

 

★水産情報速報版がクリーム色の用紙単色刷りとなります★ 

 水産情報速報版第1号を昭和51年5月15日に発行して以来、長年に亘りご愛読いただき
謝状：山本樹義(御前崎支所長・漁協より出向)(敬称略) 

県漁業信用基金協会の第52回通常総会が開催され、小林理事長の挨拶の

業水産部水産総室長の来賓祝辞に続いて、久米吉田町漁協長が議長とな

事業報告、平成17年度事業計画等9議案が審議されいずれも原案どおり可

た。 

任に伴う新理事の選任と委嘱が行われた結果、増田勇一氏(御前崎漁協

氏(前静岡県栽培漁業センター所長)の各氏が決定しました。なお、翌21

ありがとうございます。 

 さて、去る平成15年5月23日付№1043号から、B4版の2色刷りからA4版の2色刷りに書式

を変更してお届けしてきましたが、次号7月1日付№1149号より単色刷りで紙面をクリー

ム色(A4版)に変更してお届けします。 

 突然のイメージチェンジで大変恐縮ですが、今後も水産に関する諸情報をより迅速に

提供できるように心掛けていきますので、引き続きご愛読のほど宜しくお願いするとと

もに、皆様からのホットな情報を広くお待ちしています。 
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１．本会・県信漁連・県漁業信用基金協会が総会を開催 

 本会では、去る6月20日第56回通常総会を開催しました。 

 当日は、西川会長の挨拶のあと、来る7月24日執行される静岡県知事選挙に出馬される

石川県知事に対し、県下漁業協同組合長会議並びに静岡県水産振興推進協議会の総意に

よる推薦状の手渡しが西川会長から行われ、会場の各組合長からも石川県知事支持の大

きな拍手が送られました。その後、石川県知事、中澤県議会副議長の来賓祝辞に続いて、

両連合会から漁協系統における永年勤続者(9名)に対する感謝状贈呈を行った後、山本初

島漁協長が議長となり、平成16年度事業報告、平成17年度事業計画等10議案が審議され、

いずれも原案どおり可決承認されました。続いて本年は、県下漁協系統が抱える喫緊の

課題である経営基盤強化に向けた「静岡県漁協基盤強化方針の実践について」を特別決

議として採択しました。 

 また、副会長及び専務理事の辞任に伴う役員補欠選挙では、小林稲雄氏(戸田漁協長)

と大村久男氏(前本会参事・員外)の2名が無投票にて新理事に就任、引き続き開催された

理事会において代表理事副会長に根﨑 梓氏(伊東市漁協長)、代表理事専務に大村久男

氏(員外)が選任されました。 

◇永年勤続職員表彰者：作原一恒(静岡)、岩本樫郎・榛葉徳司(焼津)、佐藤正樹・増田

卓美(小川)、松尾一義(御前崎)、増田恵一(県漁連)、永田 武・嘉茂浩二(県信漁連)(退

職前所属団体・敬称略) 

本会に引き続き開催の県信漁連の第56回通常総会では、星川会長の挨拶のあと、平成

16年度系統信用事業功労者(2名)の表彰があり、北村県農業水産部長、佐藤農林中金静岡

支店長の来賓祝辞に続いて、橋ヶ谷小川漁協長が議長となり、平成16年度事業報告、平

日開催の理事会において、専務理事に花田 博氏が選任されました。 

２．平成17年度天草共販第1回入札会開催 

 本会では、去る6月22日賀茂出張所において天草事業の第1回入札会を開催しました。

 第1回の入札会では、数量は12,040kgで昨年の7,742kg(前年比55.5％増)を大幅に上回

り、価格面でも平均単価17,079円(10kg当たり)で昨年の16,399円(同)に比べ680円高とな

り、取扱金額も昨年を上回りました。第1回の入札結果は次のとおりです。 

▽入札数量：12,040㎏(482本) ▽取扱金額：20,563千円 ▽平均単価：17,079円(10kg

当たり) ▽最高価格：稲取まくさ(粗)23,980円 

３．伊豆地域のマダイ稚魚沖だし終了             －県漁業振興基金－

 伊豆地域栽培漁業推進協議会では、伊豆地域マダイ資源維持増大のため放流する稚魚

の沖だしを、去る6月14日から20日までの5日間で行いました。 

 マダイの稚魚は、本年から栽培漁業センターの業務を受け継いだ本会温水利用研究セ

ンター沼津分場が種苗生産を行って育てた稚魚です。事務局の県漁業振興基金を始め県

水産資源室や県水試、温水センターや各漁協の漁業者・担当者等が協力し、今年も4箇所

(内浦・戸田・田子・網代港)の各中間育成場に沖だしされました。 

 温水センター沼津分場で20～30㎜と順調に生育した計145万尾のマダイの稚魚は、各中

間育成場の沖の生簀で60～100㎜に成長し、8月初旬に伊豆半島の沿岸域に放流されます。

４．「第40回静岡県海の子の作品展」作品募集のお知らせ 

 本会並びに県信漁連では、漁村の次代を担う海の子を対象に「豊かな海」と「漁業」

について理解を深め、漁業に夢をもった子供たちを育てることを目的に各漁業協同組合

が主催する「海の子の作品展」と連携して「静岡県海の子の作品展」を開催します。 

▽応募作品：絵画 題材＝海または漁業・海の環境保全・資源管理等に関する作品(「港」

「魚市場」「漁業に携わる人々」「海浜清掃」等) ▽応募資格：小学生および中学生 ▽

募集期間：平成17年6月13日～9月30日 ▽送付方法：各漁業協同組合経由 ▽送付先・

問合せ先：県信漁連本所総務部 〒420-8644静岡市葵区追手町9－18 TEL：054-273-4414


